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ペࢵト動物が心⌮・生⌮的反応に୚えるຠ果 
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要約 
本研究では，㸰つの研究を㏻して，ペࢵト動物が心⌮・生⌮的反応に୚えるຠ果について検討した。研
究Ϩでは，ペࢵト動物へのឡ╔が，精神的健ᗣにどのように作用しているかを検討するため，ᵓ㐀᪉程ᘧ
モデࣜࣥࢢによる検討を行った。その結果，ឡዲ因Ꮚと㣫⫱因Ꮚが㧗くなるにつれ自己ຠ力感が増ຍす
る傾向が示された。これはペࢵト動物との㛵ಀが⥅続される中で，動物と一⥴にいることが注意の㌿᥮
となり不Ᏻがゎᾘされ，ୡヰすることで自信や自己ຠ力感が生じ，規則的な生活ができ，ࡦいては生活
の㉁が向上するといったຠ果があると考えられる。研究ϩでは，ᨃఝペࢵト動物がストレスሙ㠃に介在す
ることによる心⌮・生⌮的反応に୚える影響について実験的ᡭἲを用いて検討することを目的とした。生
⌮ᣦᶆ，心⌮ᣦᶆに㛵し㸰要因のศᩓศᯒを行った結果཰⦰ᮇ⾑ᅽにおいて，ㄢ題ᮇの GRJ 群が DORQH
群にẚべて᭷意にపい್を示した。これは，཭ዲ的な動物の存在とそれへの᥋ゐが，Ᏻ心感とᏳሚ感をも
たらし，஺感神経⣔の⯆ዧをపୗさࡏたものと考えられる。また，「⥭張㸫不Ᏻ」において，ㄢ題ᮇの GRJ
群が DORQH 群にẚべて᭷意にపい್を示した。これは，人は動物に注意を向け，見て，ゐれ，ヰしかける
過程の中から，注意の㌿᥮や感᝟のႏ㉳，⥭張のపୗといった心㌟へのຠ果が生じると考えられる。 
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問題࡜┠ⓗ 
生活の中で生じるฟ᮶事や♫఍的⎔ቃの変໬は，
人々に様々なストレスをもたらすものであり，
変໬の⃭しい現௦♫఍では，特にその傾向がⴭ
しい。こうしたストレスを軽ῶするാきをもつ
ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トの一つとして，ペࢵト動物
が注目されるようになってきた。 ᖺ㡭まで
の࢔ࢽ࣐ル・ࢭラࣆ࣮の研究は，科学的なᡭ㡰
による実験研究ではなく，⮫ᗋ例の事例ሗ࿌で
あった。そのため，それらのሗ࿌は，࢔ࢽ࣐ル・
ࢭラࣆ࣮にຠ果があったとしているものの，そ
のຠ果は，本ᙜに࢔ࢽ࣐ル・ࢭラࣆ࣮によるも
のだといえるのか，またそのຠ果に一⯡性があ
るのかという␲問に⟅えられるものではなかっ
た。そのため， ᖺ௦に入り࢔ࢽ࣐ル・ࢭラ
ࣆ࣮の治療的ຠ果のホ౯や，ຠ果がもたらされ
る要因についてのศᯒといった，科学的な㠃か 
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らのホ౯のᚲ要性が強く意㆑されるようになっ
てきた。ペࢵト動物が，人間にもたらすຠ果は，
大きく，心⌮的ຠ果，生⌮的ຠ果にศけられる。 
心⌮的ຠ果としては，自己認㆑のᨵၿや᝟⥴
㠃のᨵၿຠ果がࡳられることが示唆されている。
+RIIPDQは，心⌮㠃へのペࢵト動物のຠ果
についてፗᴦや཭᝟，Ᏻ心感がもたらされ，不
Ᏻのపୗに結ࡧつき，またୡヰをすることによ
ってఱかできるという見㏻し，つまり自己ຠ力
感が向上することを示唆している。 
また，ペࢵト㣫⫱者の᪉が，非㣫⫱者よりも
健ᗣであるという結果を示す研究がある一᪉で，
༢にペࢵト㣫⫱の᭷↓を調べても健ᗣとの予 
㛵ಀが見られないことを示す研究もある。例え
ば，0LOOHU 	 /DJRは， 人のዪ性の㧗
㱋者を対㇟として㉁問⣬調ᰝを行い，ペࢵト㣫
⫱の᭷↓や♫఍的ࢿࢵト࣮࣡クと心㌟の健ᗣ状
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態について検討し，ペࢵト㣫⫱の᭷↓と健ᗣに
は㛵ಀがないことを示した。そこで，ペࢵト動
物とのきࡎなの強さをឡ╔度として 定し予 
因Ꮚとして用いる研究が増えてきた。 
*DUULW\6WDOORQHV0DU[ 	 -RKQVRQは，
㧗㱋者  人を対㇟とした大規ᶍな調ᰝで，ペ
ࢵトの᭷↓とឡ╔度，生活上のストレス，ࢯ࣮
ࢩࣕルࢧ࣏࣮ト，抑うつ状態，健ᗣ状態を調ᰝ
し，ペࢵトへのឡ╔度が重要な変数であること
を示唆した。 
しかしながらペࢵト動物の心⌮的ຠ果につ
いては一定の知見がᚓられているとはゝい難い。
また変数同ኈがどのように㛵連しྜい人間
の精神的㌟体的健ᗣに結ࡧ௜いているのかにつ
いては࡯とࢇど᫂らかにされていない。そこで，
研究Ϩでは，大学生，大学院生を対㇟とし，ペ
ࢵト動物へのឡ╔度を 定し，不Ᏻ，自己ຠ力
感，4XDOLW\ RI OLIH௨ୗ 42/との㛵ಀを検討
することを目的とする。なお，本研究では心㌟
の健ᗣ状態を反ᫎする࢔࢘ト࢝ム変数として
42/ を᥇用した。 
ḟに，生⌮的ຠ果としては，⑓気からのᅇ復，
⾑ᅽపୗやච␿ಁ進ຠ果，ᅄ⫥の㯞⑷などのᨵ
ၿຠ果が示唆されている。:LOVRQは，大
学生を対㇟に，ኌをฟしてㄞ᭩する᮲௳，㯲ㄞ
する᮲௳，ึ 対㠃の࢖ࢾにゐれる᮲௳をẚ㍑し，
࢖ࢾにゐれている時に⾑ᅽと心ᢿ数がపୗする
ことをሗ࿌している。現在のとこࢁペࢵト動物
が୚える生⌮的ຠ果については研究がᑡなく
特に本㑥では検討が༑ศとはいえない。また
ຠ果を多㠃的にホ౯するためには心⌮・生⌮の
୧ഃ㠃から検討するというどⅬはḞかࡏない。
そこで，研究ϩでは，ペࢵト動物のストレスや
感ᰁ症の心配がないという฼Ⅼからᨃఝペࢵト
動物を౑用し，ᨃఝペࢵト動物がストレスሙ㠃
に介在することによる心⌮・生⌮的反応に୚え
るຠ果について実験的ᡭἲを用いて検討するこ
とを目的とする。 
 
◊✲Ϩ ࣌ࢵࢺື≀ࡀᚰ⌮ⓗ཯ᛂ࡟୚࠼ࡿຠᯝ
ࡢ᳨ウ 
 
┠ⓗ 
 
 大学生，大学院生を対㇟とした調ᰝ研究によ
り，ペࢵト動物へのឡ╔度，不Ᏻ，自己ຠ力感
と 42/ の㛵ಀを検討することを目的とする。な
お，本研究では，心㌟の健ᗣ状態を反ᫎする࢔
࢘ト࢝ム変数として 42/ を᥇用する。そこ
で42/ を従ᒓ変数とし，自己ຠ力感，特性不Ᏻ
を፹介変数，ペࢵト動物へのឡ╔を⊂立変数と
した因果モデルを᝿定し，ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥ
ࢢによる検ドを行う。 
 
᪉ἲ 
 
調ᰝ対㇟者 
㤳㒔ᅪ㏆㑹にᡤ在する大学に在⡠する大学生，
大学院を対㇟とした。男性 ྡᖹᆒᖺ㱋 
s ṓ，ዪ性  ྡᖹᆒᖺ㱋 s
ṓ，ィ  ྡᖹᆒᖺ㱋 s ṓであっ
た。 
 
調ᰝᮦᩱ 
㸦㸯㸧ࣇ࢙࢖スࢩ࣮ト 
性ู，ᖺ㱋，ᐙ᪘ᵓ成，ᒃఫᙧ態，ペࢵト動
物の㣫⫱の᭷↓についてᑜねた。 
 
㸦㸰㸧自己ຠ力感ᑻ度 
一⯡性ࢭルࣇ・࢚ࣇ࢕࢝ࢩ࣮ᑻ度 ᆏ野・ᮾ
ᲄ を用いた。個人の一⯡的なࢭルࣇ・࢚
ࣇ࢕࢝ࢩ࣮認知の㧗పを 定するための  㡯
目の㉁問⣬で，「行動の✚ᴟ性」，「失ᩋに対する
不Ᏻ」，「能力の♫఍的఩置づけ」という３つの
ୗ఩ᑻ度からᵓ成されている。ᅇ⟅は㸯「あて
はまらない」，㸰「あてはまる」の㸰௳ἲで行っ
た。㧗ᚓⅬ者࡯ど一⯡性自己ຠ力感が㧗いとさ
れている。 
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㸦３㸧不Ᏻᑻ度 
᪂∧ 67$, 状態㸫特性不Ᏻ検ᰝ⫧田野，
を用いた。状態不Ᏻᑻ度  㡯目，特性不
Ᏻᑻ度  㡯目の㉁問事㡯でࣉࣟࣇ࢕࣮ルをᰝ
定する。状態不Ᏻᑻ度は，不Ᏻをႏ㉳する事㇟
に対する一過性の状ἣ反応をᰝ定する。特性不
Ᏻᑻ度では，不Ᏻ体験に対するẚ㍑的Ᏻ定した
反応傾向をᰝ定する。ᅇ⟅は㸯「࡯とࢇどな
い」，㸰「ときたま」，３「しばしば」，㸲「し
ࡻっちࡹう」の㸲௳ἲで行った。㧗ᚓⅬ者࡯ど，
不Ᏻ反応が㧗いとされている。なお，本研究で
は，特性不Ᏻᑻ度  㡯目を౑用した。 
 
㸦㸲㸧ペࢵト動物へのឡ╔ᑻ度 
日本ㄒ∧ペࢵトឡ╔ᑻ度ㅖ஭，を用い
た。7HPSOHU6DOWHU'LFNH\%DOGZLQ	 9HOHEHU 
が作成したペࢵトへの態度を 定する
 㡯目のᑻ度を，ㅖ஭が㑥ヂしたᑻ度を
用いた。ឡ╔度を調べるために᭱もよく฼用さ
れているᑻ度であり，人のペࢵトに対する態度
や人とペࢵトとの㛵ಀを調べるための  㡯目
の㉁問⣬で「ឡዲ」，「஺ὶ」，「㣫⫱」という３
つのୗ఩ᑻ度からᵓ成されている。ᅇ⟅は㸯
「強く反対」，㸰「反対」，３「どちらでもない」，
㸲「㈶成」，㸳「強く㈶成」の㸳௳ἲで行った。
㧗ᚓⅬ者࡯ど，ឡ╔度が㧗いとされている。 
 
㸦㸳㸧42/ ᑻ度 
:+2 42/㸦田崎・中根，㸧を用いた。疾⑓
の᭷↓をุ定するのではなく，調ᰝ༠力者の主
観的ᖾ⚟感，生活の㉁を 定する。「㌟体的㡿ᇦ」，
「心⌮的㡿ᇦ」，「♫఍的㛵ಀ」，「⎔ቃ㡿ᇦ」の
㸲㡿ᇦの 42/ を問う  㡯目と，42/ ඲体を問う
㸰㡯目の，඲  㡯目からᵓ成されている。ᅇ⟅
は㸯「まったくᝏい，඲くない，඲く不‶」，
㸰「ᝏい，あまりない，不‶」，３「ࡩつう，ᑡ
しある，どちらでもない」，㸲「Ⰻい，かなりあ
る，‶㊊」，㸳「非常にⰋい，非常によくある，
非常に‶㊊」の㸳௳ἲで行った。㧗ᚓⅬ者࡯ど
42/ が㧗いとされている。 
 
調ᰝᡭ続き 
 大学の大ᩍᐊにて㞟ᅋで調ᰝ用⣬を配ᕸする
ᙧをとり，ㅮ義⤊஢ᚋの機఍を฼用した。また，
調ᰝ用⣬はᣦ定のメ࣮ル %R[ にᢞภしてもらっ
た。೔⌮的な配៖として，研究の主᪨を説᫂し，
研究へのཧຍは自㌟の自⏤な意思によること，
ࣉラ࢖ࣂࢩ࣮はᑛ重されること，ᚓられたデ࣮
タは研究目的としてのࡳ౑用されることศᯒ
が⤊஢したデ࣮タは㏿やかに◚Რすること➼を
᫂グした。なお本研究は「早稲田大学人を対
㇟とする研究に㛵する೔⌮ᑂᰝጤဨ఍」のᢎ認
をཷけ実᪋した⏦ㄳ␒ྕ。 
 
ศᯒ᪉ἲ 
ྛ変数の基本⤫ィ㔞，性差を⟬ฟした。また，
ྛ変数間の㛵ಀについて 3HDUVRQ の⣼✚┦㛵ಀ
数を⟬ฟし検討した。そのᚋᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜ
ࣥࢢを用いて，モデルのጇᙜ性を検ドした。な
お，⤫ィゎᯒࢯࣇト࢙࢘࢔として 3$6: 
6WDWLVWLFV  と $PRV  を౑用した。 
 
⤖ᯝ 
 
㸦㸯㸧ྛ変数の基本⤫ィ㔞と変数間の┦㛵㛵ಀ 
ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢにඛ立ち，᥇用する変数，
すなわち⊂立変数であるペࢵト動物へのឡ╔，
፹介変数である自己ຠ力感，不Ᏻ，従ᒓ変数で
ある 42/の基本⤫ィ㔞，性差を 7DEOH  に示し，
変数間の 3HDUVRQ の┦㛵ಀ数を 7DEOH  に示し
た。ྛ変数の性差をẚ㍑したとこࢁ᭷意な差は
ࡳられなかった㸦自己ຠ力感㸸
) QV不Ᏻ㸸) QV
ペࢵト動物へのឡ╔㸸
) QV42/㸸) QV㸧。
ペࢵト動物へのឡ╔と自己ຠ力感，ペࢵト動物
へのឡ╔と 42/自己ຠ力感と 42/に᭷意なṇの
┦㛵不Ᏻと自己ຠ力感不Ᏻと 42/ に᭷意な㈇
態について検討し，ペࢵト㣫⫱の᭷↓と健ᗣに
は㛵ಀがないことを示した。そこで，ペࢵト動
物とのきࡎなの強さをឡ╔度として 定し予 
因Ꮚとして用いる研究が増えてきた。 
*DUULW\6WDOORQHV0DU[ 	 -RKQVRQは，
㧗㱋者  人を対㇟とした大規ᶍな調ᰝで，ペ
ࢵトの᭷↓とឡ╔度，生活上のストレス，ࢯ࣮
ࢩࣕルࢧ࣏࣮ト，抑うつ状態，健ᗣ状態を調ᰝ
し，ペࢵトへのឡ╔度が重要な変数であること
を示唆した。 
しかしながらペࢵト動物の心⌮的ຠ果につ
いては一定の知見がᚓられているとはゝい難い。
また変数同ኈがどのように㛵連しྜい人間
の精神的㌟体的健ᗣに結ࡧ௜いているのかにつ
いては࡯とࢇど᫂らかにされていない。そこで，
研究Ϩでは，大学生，大学院生を対㇟とし，ペ
ࢵト動物へのឡ╔度を 定し，不Ᏻ，自己ຠ力
感，4XDOLW\ RI OLIH௨ୗ 42/との㛵ಀを検討
することを目的とする。なお，本研究では心㌟
の健ᗣ状態を反ᫎする࢔࢘ト࢝ム変数として
42/ を᥇用した。 
ḟに，生⌮的ຠ果としては，⑓気からのᅇ復，
⾑ᅽపୗやච␿ಁ進ຠ果，ᅄ⫥の㯞⑷などのᨵ
ၿຠ果が示唆されている。:LOVRQは，大
学生を対㇟に，ኌをฟしてㄞ᭩する᮲௳，㯲ㄞ
する᮲௳，ึ 対㠃の࢖ࢾにゐれる᮲௳をẚ㍑し，
࢖ࢾにゐれている時に⾑ᅽと心ᢿ数がపୗする
ことをሗ࿌している。現在のとこࢁペࢵト動物
が୚える生⌮的ຠ果については研究がᑡなく
特に本㑥では検討が༑ศとはいえない。また
ຠ果を多㠃的にホ౯するためには心⌮・生⌮の
୧ഃ㠃から検討するというどⅬはḞかࡏない。
そこで，研究ϩでは，ペࢵト動物のストレスや
感ᰁ症の心配がないという฼Ⅼからᨃఝペࢵト
動物を౑用し，ᨃఝペࢵト動物がストレスሙ㠃
に介在することによる心⌮・生⌮的反応に୚え
るຠ果について実験的ᡭἲを用いて検討するこ
とを目的とする。 
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 大学生，大学院生を対㇟とした調ᰝ研究によ
り，ペࢵト動物へのឡ╔度，不Ᏻ，自己ຠ力感
と 42/ の㛵ಀを検討することを目的とする。な
お，本研究では，心㌟の健ᗣ状態を反ᫎする࢔
࢘ト࢝ム変数として 42/ を᥇用する。そこ
で42/ を従ᒓ変数とし，自己ຠ力感，特性不Ᏻ
を፹介変数，ペࢵト動物へのឡ╔を⊂立変数と
した因果モデルを᝿定し，ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥ
ࢢによる検ドを行う。 
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調ᰝ対㇟者 
㤳㒔ᅪ㏆㑹にᡤ在する大学に在⡠する大学生，
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性ู，ᖺ㱋，ᐙ᪘ᵓ成，ᒃఫᙧ態，ペࢵト動
物の㣫⫱の᭷↓についてᑜねた。 
 
㸦㸰㸧自己ຠ力感ᑻ度 
一⯡性ࢭルࣇ・࢚ࣇ࢕࢝ࢩ࣮ᑻ度 ᆏ野・ᮾ
ᲄ を用いた。個人の一⯡的なࢭルࣇ・࢚
ࣇ࢕࢝ࢩ࣮認知の㧗పを 定するための  㡯
目の㉁問⣬で，「行動の✚ᴟ性」，「失ᩋに対する
不Ᏻ」，「能力の♫఍的఩置づけ」という３つの
ୗ఩ᑻ度からᵓ成されている。ᅇ⟅は㸯「あて
はまらない」，㸰「あてはまる」の㸰௳ἲで行っ
た。㧗ᚓⅬ者࡯ど一⯡性自己ຠ力感が㧗いとさ
れている。 
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の┦㛵が，それࡒれ認められた。 
 
㸦㸰㸧ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検ド 
本研究では，ペࢵト動物へのឡ╔が，自己ຠ力
感や不Ᏻ，42/ にどのように作用しているかを
᫂らかにするため，これらの変数を用いたᵓ㐀
᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検討を行った。 
ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検討の結果を)LJ 
 に示す。ࣃスに௜した数್はᶆ‽໬されたࣃ
スಀ数であり，ྛ変数のྑ上にグした数್は調
ᩚ῭ࡳ 5㸦重┦㛵ಀ数のᖹ᪉㸧である。 
まࡎ，᝿定したモデル඲体のጇᙜ性を検討する
ため，*), と $*), をồめたとこࢁ，*), ，
$*), といࡎれも༑ศな್がᚓられた。また，
506($  であり，モデルのᙜてはまりは༑ศ
であると考えられる。 
)LJ  より，ペࢵト動物へのឡ╔から不Ᏻへの
ࣃスಀ数は，Sと，ペࢵト動物へのឡ
╔は不Ᏻに対し，┤᥋的に᭷意な㈇の影響を୚
え，不Ᏻから 42/ へのࣃスಀ数は，㸦S㸧
と，不Ᏻは 42/ に対し，┤᥋的に᭷意な㈇の影
響を୚えていることがわかる。またペࢵト動物
へのឡ╔から自己ຠ力感へのࣃスಀ数
は，Sと，ペࢵト動物へのឡ╔は自己
ຠ力感に対し，┤᥋的に᭷意なṇの影響を୚え
自己ຠ力感から 42/ へのࣃスಀ数
は，S と，自己ຠ力感は 42/ に対し┤
᥋的に᭷意なṇの影響を୚えていることがわか
る。௨上のことから，ペࢵト動物へのឡ╔は，
不Ᏻと自己ຠ力感を介し，42/ に対して間᥋的
に影響を及ぼすことが示された㸦ᶆ‽໬間᥋ຠ
果 㸧。 
ḟにឡ╔がどのように作用しているかをヲし
く検討するために，ペࢵト動物へのឡ╔のୗ఩
ᑻ度ูにᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検討を行
った㸦)LJ 㸧。   
その結果，不Ᏻから 42/ へのࣃスಀ数は，
Sと不Ᏻは 42/ に対し ┤᥋的に
᭷意な㈇の影響を୚えていることがわかる。ま
た，自己ຠ力感から 42/ へのࣃスಀ数
は Sと自己ຠ力感は 42/ に対し，
┤᥋的に᭷意なṇの影響を୚えていた。さらに，
ឡዲと㣫⫱から自己ຠ力感へのࣃスಀ数
は，S，Sとそれࡒれ ឡዲ
と㣫⫱は自己ຠ力感に対し，┤᥋的に᭷意なṇ
の影響を୚えていることが示された。また，஺
ὶから不Ᏻへのࣃスಀ数は，Sと，஺
ὶは不Ᏻに対し，┤᥋的に᭷意な㈇の影響を୚
えていた。 
 
 
 
7DEOH  ྛ変数の基本⤫ィ㔞と性 
 
 
 
  ᖹᆒ㸦6'㸧 性差 
  ඲体 男性 ዪ性 
 
ペࢵト動物へのឡ╔    QV 
特性不Ᏻ    QV 
自己ຠ力感    QV 
42/    QV 
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7DEOH  ྛ変数間の┦㛵 
SS 1  
 
 
)LJ  ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検討の結果㸦㸯㸧 
 
)LJ  ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検討の結果㸦㸰㸧 
ペࢵト動物へのឡ╔ 不Ᏻ 自己ຠ力感 42/ 
ペࢵト動物へのឡ╔ 㸫 
特性不Ᏻ  㸫 
自己ຠ力感   㸫 
42/    㸫 
の┦㛵が，それࡒれ認められた。 
 
㸦㸰㸧ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検ド 
本研究では，ペࢵト動物へのឡ╔が，自己ຠ力
感や不Ᏻ，42/ にどのように作用しているかを
᫂らかにするため，これらの変数を用いたᵓ㐀
᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検討を行った。 
ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検討の結果を)LJ 
 に示す。ࣃスに௜した数್はᶆ‽໬されたࣃ
スಀ数であり，ྛ変数のྑ上にグした数್は調
ᩚ῭ࡳ 5㸦重┦㛵ಀ数のᖹ᪉㸧である。 
まࡎ，᝿定したモデル඲体のጇᙜ性を検討する
ため，*), と $*), をồめたとこࢁ，*), ，
$*), といࡎれも༑ศな್がᚓられた。また，
506($  であり，モデルのᙜてはまりは༑ศ
であると考えられる。 
)LJ  より，ペࢵト動物へのឡ╔から不Ᏻへの
ࣃスಀ数は，Sと，ペࢵト動物へのឡ
╔は不Ᏻに対し，┤᥋的に᭷意な㈇の影響を୚
え，不Ᏻから 42/ へのࣃスಀ数は，㸦S㸧
と，不Ᏻは 42/ に対し，┤᥋的に᭷意な㈇の影
響を୚えていることがわかる。またペࢵト動物
へのឡ╔から自己ຠ力感へのࣃスಀ数
は，Sと，ペࢵト動物へのឡ╔は自己
ຠ力感に対し，┤᥋的に᭷意なṇの影響を୚え
自己ຠ力感から 42/ へのࣃスಀ数
は，S と，自己ຠ力感は 42/ に対し┤
᥋的に᭷意なṇの影響を୚えていることがわか
る。௨上のことから，ペࢵト動物へのឡ╔は，
不Ᏻと自己ຠ力感を介し，42/ に対して間᥋的
に影響を及ぼすことが示された㸦ᶆ‽໬間᥋ຠ
果 㸧。 
ḟにឡ╔がどのように作用しているかをヲし
く検討するために，ペࢵト動物へのឡ╔のୗ఩
ᑻ度ูにᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢによる検討を行
った㸦)LJ 㸧。   
その結果，不Ᏻから 42/ へのࣃスಀ数は，
Sと不Ᏻは 42/ に対し ┤᥋的に
᭷意な㈇の影響を୚えていることがわかる。ま
た，自己ຠ力感から 42/ へのࣃスಀ数
は Sと自己ຠ力感は 42/ に対し，
┤᥋的に᭷意なṇの影響を୚えていた。さらに，
ឡዲと㣫⫱から自己ຠ力感へのࣃスಀ数
は，S，Sとそれࡒれ ឡዲ
と㣫⫱は自己ຠ力感に対し，┤᥋的に᭷意なṇ
の影響を୚えていることが示された。また，஺
ὶから不Ᏻへのࣃスಀ数は，Sと，஺
ὶは不Ᏻに対し，┤᥋的に᭷意な㈇の影響を୚
えていた。 
 
 
 
7DEOH  ྛ変数の基本⤫ィ㔞と性 
 
 
 
  ᖹᆒ㸦6'㸧 性差 
  ඲体 男性 ዪ性 
 
ペࢵト動物へのឡ╔    QV 
特性不Ᏻ    QV 
自己ຠ力感    QV 
42/    QV 
三上・藤井・野村：ペット動物が心理・生理的反応に与える効果
―19―
⪃ᐹ 
 
 42/ を従ᒓ変数とし，自己ຠ力感，特性不Ᏻ
を፹介変数，ペࢵト動物へのឡ╔を⊂立変数と
したモデルを᝿定し，ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢに
よる検討を行った。 
その結果，ペࢵト動物へのឡ╔が㧗くなるに
つれて不Ᏻがῶᑡし自己ຠ力感が向上する傾
向が示された。また，不Ᏻや自己ຠ力感も，42/
に影響を୚えていた。この結果はペࢵト動物の
㣫 ⫱ の ᭷ ↓ に よ る 心 ⌮ 的 ຠ 果 に 㛵 す る
0XVFKHOの不Ᏻのపῶや，+RIIPDQ
の自己ຠ力感の向上という研究結果に᪂たな示
唆を୚えるものと考えられる。 
また，本研究の結果はペࢵト動物へのឡ╔は，
自己ຠ力感，不Ᏻを፹介して，42/ を㧗めるこ
とが示された。この結果は/RJR'HODQ\ 	 
0LOOHUが，ペࢵト動物が┤᥋，健ᗣに影
響しているのではなく，ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮ト機
能のように，気力を㧗めることによって自己認
㆑や機能レベルをᨵၿさࡏると述べているよう
に ストレスを軽ῶするാきをもつࢯ࣮ࢩࣕル
ࢧ࣏࣮トの一つとして，ペࢵト動物が作用する
と考えられる。 
ペࢵト動物ᑻ度の因Ꮚูのࣃスゎᯒの結果よ
り，ペࢵト動物への一⯡的ឡ᝟を示すឡዲ因Ꮚ
とᐙᗞでのペࢵト動物の㣫⫱の⫯定を示す㣫⫱
因Ꮚが㧗くなるにつれ自己ຠ力感が増ຍする
傾向が示された。またࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥを✚
ᴟ的に行うことを示す஺ὶ因Ꮚが㧗ければ不
Ᏻはῶᑡする傾向が示された。これはペࢵト動
物との㛵ಀが⥅続される中で，動物と一⥴にい
ることが注意の㌿᥮となり不Ᏻがゎᾘされ，ୡ
ヰすることで自信や自己ຠ力感が生じ，規則的
な生活ができ，ࡦいては 42/ が向上するといっ
たຠ果があるሙྜがあると考えられる。 
 本研究でศᯒ対㇟となった結果は，ペࢵト動
物㣫⫱ᮍ経験者もྵࢇでいた。しかしながら，
ペࢵト動物㣫⫱ᮍ経験者は，඲体の㸰๭程度で
あったことにຍえ，その㸰๭の中でも，ぶ᪘が
ペࢵト動物を㣫っていたり学ᰯで㣫⫱されてい
るペࢵト動物とのゐれྜいの機఍を経験してき
たྍ能性がある。そのため，ᗈい意࿡でのペࢵ
ト動物の㣫⫱経験が結果に影響したྍ能性があ
ると考えられる。ただ，ペࢵト動物の㣫⫱の࢔
ࢭスメࣥトはより精⦓໬するᚲ要があるため௒
ᚋのㄢ題である。 
とこࢁで，ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トは健ᗣ状態の予
 因Ꮚとして重要なことから，♫఍㛵ಀの⥔持，
およࡧಁ進は，人の心⌮的な健ᗣに重要なᙺ๭
を果たすと考えられる。 
࿴田は，大学生のストレスレベルとࢯ
࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トレベルを３ẁ㝵にศけ，精神
的健ᗣとの㛵ಀを検討した。その結果，཭人か
らのࢧ࣏࣮トは，精神的健ᗣにຠ果を示さなか
った。これは，大学生にとって཭人は重要なࢧ
࣏࣮ト※である㸦ᔱ，㸧とされているにも
かかわらࡎ，཭人㛵ಀがᕼⷧになっている㸦࿴
田，㸧ことに一因があるのかもしれないと
考えられる。つまり，ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トが存
在する人間㛵ಀにおいては，見かけの㛵ಀその
ものだけではなく，㛵ಀ性の㉁やつながりの῝
さ，お஫いがᢪく感᝟など，さまࡊまな要因が
஺⤡していることが᝿定される。そのため，ࢯ
࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トが人に࣏ࢪࢸ࢕ࣈな影響を୚
える経㊰を検討するためには，♫఍における」
㞧な人間㛵ಀそのものを考៖に入れるᚲ要があ
るだࢁう。 
一᪉で，そのような観Ⅼからペࢵト動物と人
間との㛵ಀを考えると，ペࢵト動物の行動が，
ཷᐜ的で⿬切りがないと認㆑されることでᏳ心
感が生まれ，不Ᏻや抑うつのపୗに結ࡧつくと
説᫂されていることから，人間と人間の㛵ಀ性
にẚべるとよりࢩࣥࣉルで，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな影響
がᑡないྍ能性がある。その意࿡でペࢵト動物
の存在は，ストレスを軽ῶするാきをもつࢯ࣮
ࢩࣕルࢧ࣏࣮トの一つとして，非常に᭷用であ
ると考えられる。
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◊✲ϩ ␲ఝ࣌ࢵࢺື≀࡟࠾ࡅࡿᚰ⌮ⓗ࣭ ⏕⌮ⓗ
ຠᯝࡢ᳨ウ 
 
┠ⓗ 
 
ペࢵト動物のストレスおよࡧ感ᰁ症の心配が
ないという฼Ⅼからᨃఝペࢵト動物㸦࢖ࢾ㸧を
౑用し，ᨃఝペࢵト動物がストレスሙ㠃に介在
することによる心⌮・生⌮的反応に୚える影響
について実験的ᡭἲを用いて検討することを目
的とする。 
 
᪉ἲ 
 
実験ཧຍ者  
㤳㒔ᅪ㏆㑹にᡤ在する大学に在⡠する大学生，
大学院生を対㇟とした。男性  ྡ㸦ᖹᆒᖺ㱋
s ṓ㸧，ዪ性  ྡ㸦ᖹᆒᖺ㱋 
s ṓ㸧，ィ  㸦ྡᖹᆒᖺ㱋 s ṓ㸧
であった。なお，研究ϩは，研究Ϩの調ᰝ実᪋
時にཧຍの同意がᚓられた者の中から対㇟をᢳ
ฟした。  
 
実験ᮦᩱ 
㸯生⌮ᣦᶆ 
཰⦰ᮇ⾑ᅽV\VWROLF EORRG SUHVVXUH㸸௨ୗ
6%3，およࡧᣑ張ᮇ⾑ᅽGLDVWROLF EORRG 
SUHVVXUH㸸௨ୗ '%3，心ᢿ数KHDUW UDWH㸸௨
ୗ +5を 定した。なお，本研究では，ࢸルモ・
࢔࣮ム࢖ࣥ⾑ᅽィ (63% を౑用した。また，
ᕥ上⭎㒊に⾑ᅽィの࢝ࣇをࢭࢵトし，ྛᮇ間ࡈ
とに 定した。 
 
㸰心⌮ᣦᶆ 
日本ㄒ∧ 3206 ▷⦰∧ᶓᒣ，を用いた。
3206 は，௨ୗの㸴ᑻ度からᵓ成されている。
7$㸸⥭張㸫不Ᏻ㸦7HQVLRQ$Q[LHW\㸧，'㸸抑う
つ㸫ⴠ㎸ࡳ㸦'HSUHVVLRQ'HMHFWLRQ㸧，$+㸸ᛣ
り㸫ᩛ意㸦$QJHU+RVWLOLW\㸧，9㸸活気㸦9LJRU㸧，
)㸸⑂労㸦)DWLJXH㸧，&㸸ΰ஘㸦&RQIXVLRQ㸧であ
る。ᅇ⟅は㸯「まったくなかった」，㸰「ᑡし
あった」，３「まあまああった」，㸲「かなりあ
った」，㸳「非常に多くあった」，の㸳௳ἲで行
った。 
 
㸦３㸧␲ఝペࢵト動物 
 本研究で౑用した␲ఝペࢵト動物は，㢠やᚋ
㢌㒊などにྛ✀ࢭࣥࢧ࣮をᦚ㍕しているため，
ゐったり，ኌをかけることで，生きているよう
な自↛な反応と仕ⲡができる。また，㡢ኌ認㆑
で㸴つの࿨௧㸦おすわり，ࡩࡏなど㸧を⪺くこ
とができる。なお，本研究では，ࢭ࢞ト࢖ࢬ♫
〇ክいࡠ '; ࢦ࣮ルデࣥレトࣜࣂ࣮を౑用した。 
 
㸦㸲㸧ࣅデ࢜࢝メラ 
 本研究では，621< ♫〇 '6&7; を౑用した。 
 
ストレスㄢ題 
 ストレスㄢ題としてスࣆ࣮ࢳㄢ題を行った。
「ᑗ᮶のክ」について，はじめの㸳ศ間でスࣆ
࣮ࢳෆᐜについて考え，ḟの㸳ศ間でࣅデ࢜࢝
メラに向かってスࣆ࣮ࢳを行うよう実験ཧຍ
者にᩍ示した。 
 
ᡭ続き 
 実験は௨ୗのᡭ㡰で個ูに行った。実験ཧຍ
者は研究へのཧຍが௵意であることཧຍはい
つでも中Ṇできること個人᝟ሗのྲྀりᢅいな
どの説᫂をཷけ研究ཧຍへの同意᭩に⨫ྡを
行い健ᗣ状態に大きな異常がないことが確認
された。なお，本研究は「早稲田大学人を対㇟
とする研究に㛵する೔⌮ᑂᰝጤဨ఍」のᢎ認を
ཷけ実᪋した⏦ㄳ␒ྕ。 
実験ཧຍ者は実験中に␲ఝペࢵト動物が介
在する᮲௳の GRJ 群  ྡ㸦男性  ྡ，ዪ性 
ྡ㸧と介在しない᮲௳の DORQH 群  ྡ㸦男性
 ྡ，ዪ性  ྡ㸧にラࣥࢲムに᣺りศけられ
た。実験者は実験ཧຍ者に対して「この研究
⪃ᐹ 
 
 42/ を従ᒓ変数とし，自己ຠ力感，特性不Ᏻ
を፹介変数，ペࢵト動物へのឡ╔を⊂立変数と
したモデルを᝿定し，ᵓ㐀᪉程ᘧモデࣜࣥࢢに
よる検討を行った。 
その結果，ペࢵト動物へのឡ╔が㧗くなるに
つれて不Ᏻがῶᑡし自己ຠ力感が向上する傾
向が示された。また，不Ᏻや自己ຠ力感も，42/
に影響を୚えていた。この結果はペࢵト動物の
㣫 ⫱ の ᭷ ↓ に よ る 心 ⌮ 的 ຠ 果 に 㛵 す る
0XVFKHOの不Ᏻのపῶや，+RIIPDQ
の自己ຠ力感の向上という研究結果に᪂たな示
唆を୚えるものと考えられる。 
また，本研究の結果はペࢵト動物へのឡ╔は，
自己ຠ力感，不Ᏻを፹介して，42/ を㧗めるこ
とが示された。この結果は/RJR'HODQ\ 	 
0LOOHUが，ペࢵト動物が┤᥋，健ᗣに影
響しているのではなく，ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮ト機
能のように，気力を㧗めることによって自己認
㆑や機能レベルをᨵၿさࡏると述べているよう
に ストレスを軽ῶするാきをもつࢯ࣮ࢩࣕル
ࢧ࣏࣮トの一つとして，ペࢵト動物が作用する
と考えられる。 
ペࢵト動物ᑻ度の因Ꮚูのࣃスゎᯒの結果よ
り，ペࢵト動物への一⯡的ឡ᝟を示すឡዲ因Ꮚ
とᐙᗞでのペࢵト動物の㣫⫱の⫯定を示す㣫⫱
因Ꮚが㧗くなるにつれ自己ຠ力感が増ຍする
傾向が示された。またࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥを✚
ᴟ的に行うことを示す஺ὶ因Ꮚが㧗ければ不
Ᏻはῶᑡする傾向が示された。これはペࢵト動
物との㛵ಀが⥅続される中で，動物と一⥴にい
ることが注意の㌿᥮となり不Ᏻがゎᾘされ，ୡ
ヰすることで自信や自己ຠ力感が生じ，規則的
な生活ができ，ࡦいては 42/ が向上するといっ
たຠ果があるሙྜがあると考えられる。 
 本研究でศᯒ対㇟となった結果は，ペࢵト動
物㣫⫱ᮍ経験者もྵࢇでいた。しかしながら，
ペࢵト動物㣫⫱ᮍ経験者は，඲体の㸰๭程度で
あったことにຍえ，その㸰๭の中でも，ぶ᪘が
ペࢵト動物を㣫っていたり学ᰯで㣫⫱されてい
るペࢵト動物とのゐれྜいの機఍を経験してき
たྍ能性がある。そのため，ᗈい意࿡でのペࢵ
ト動物の㣫⫱経験が結果に影響したྍ能性があ
ると考えられる。ただ，ペࢵト動物の㣫⫱の࢔
ࢭスメࣥトはより精⦓໬するᚲ要があるため௒
ᚋのㄢ題である。 
とこࢁで，ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トは健ᗣ状態の予
 因Ꮚとして重要なことから，♫఍㛵ಀの⥔持，
およࡧಁ進は，人の心⌮的な健ᗣに重要なᙺ๭
を果たすと考えられる。 
࿴田は，大学生のストレスレベルとࢯ
࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トレベルを３ẁ㝵にศけ，精神
的健ᗣとの㛵ಀを検討した。その結果，཭人か
らのࢧ࣏࣮トは，精神的健ᗣにຠ果を示さなか
った。これは，大学生にとって཭人は重要なࢧ
࣏࣮ト※である㸦ᔱ，㸧とされているにも
かかわらࡎ，཭人㛵ಀがᕼⷧになっている㸦࿴
田，㸧ことに一因があるのかもしれないと
考えられる。つまり，ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トが存
在する人間㛵ಀにおいては，見かけの㛵ಀその
ものだけではなく，㛵ಀ性の㉁やつながりの῝
さ，お஫いがᢪく感᝟など，さまࡊまな要因が
஺⤡していることが᝿定される。そのため，ࢯ
࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トが人に࣏ࢪࢸ࢕ࣈな影響を୚
える経㊰を検討するためには，♫఍における」
㞧な人間㛵ಀそのものを考៖に入れるᚲ要があ
るだࢁう。 
一᪉で，そのような観Ⅼからペࢵト動物と人
間との㛵ಀを考えると，ペࢵト動物の行動が，
ཷᐜ的で⿬切りがないと認㆑されることでᏳ心
感が生まれ，不Ᏻや抑うつのపୗに結ࡧつくと
説᫂されていることから，人間と人間の㛵ಀ性
にẚべるとよりࢩࣥࣉルで，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな影響
がᑡないྍ能性がある。その意࿡でペࢵト動物
の存在は，ストレスを軽ῶするാきをもつࢯ࣮
ࢩࣕルࢧ࣏࣮トの一つとして，非常に᭷用であ
ると考えられる。
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はあるㄢ題を一人で行う時と␲ఝペࢵト動物
がそばにいて行う時とでฟ᮶ばえやゎき᪉の
ࣉࣟࢭスがどう㐪うかまたその時の⾑ᅽがど
う変໬するかをศᯒすることを目的としている。
そのためにㄢ題を行っている状ἣをࣅデ࢜に
㘓⏬し⾑ᅽもその間 定する」という᪨のᩍ示
を୚えた。さらにタ置されたࣅデ࢜࢝メラを実
験ཧຍ者に確認さࡏることによって心⌮的スト
レス㈇Ⲵがかかるような状ἣをタ定した。 
 ศのᏳ㟼状態 定ᚋ␲ఝペࢵト動物が介
在する GRJ 群では␲ఝペࢵト動物が入ᐊし実
験ཧຍ者が␲ఝペࢵトに័れるため㸳ศ間␲
ఝペࢵトにヰかけなどを行うようᩍ示した。ま
た，␲ఝペࢵト動物は，実験ཧຍ者のᕥᩳめ๓
᪉に置かれた。そのᚋ，ヰしかけたゝⴥと␲ఝ
ペࢵト動物の反応の㛵ಀについても説᫂した。
そのᚋ実験ཧຍ者にストレスㄢ題のෆᐜがఏ
えられた。ストレスㄢ題はスࣆ࣮ࢳෆᐜをはじ
めの㸳ศで考え，そのᚋの㸳ศでスࣆ࣮ࢳを行
うというものであった。また，GRJ 群の実験ཧ
ຍ者に対しては，スࣆ࣮ࢳㄢ題を行っている間，
␲ఝペࢵトになるべくゐっているようにᩍ示し
た。スࣆ࣮ࢳㄢ題⤊஢ᚋ᭱ᚋに  ศ間のᏳ㟼
状態の 定を行った。実験⤊஢ᚋ実験ཧຍ者に
デ࢕ࣈ࣮ࣜࣇ࢕ࣥࢢを行った。実験のὶれを)LJ 
 に示した。 
 
ศᯒ᪉ἲ 
 ᨃఝペࢵト動物がストレスሙ㠃に介在する
ことによる心⌮・生⌮的反応に୚えるຠ果につ
いて検討するため 群・時ᮇを⊂立変数，生⌮
ᣦᶆを従ᒓ変数とした 群㸸GRJ 群，DORQH 群
時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇ，ㄢ題ᮇ，ᅇ復ᮇ㸰要因の
ศᩓศᯒを行った。なお，⤫ィゎᯒࢯࣇト࢙࢘
࢔として 3$6: 6WDWLVWLFV  を౑用した。生
⌮ᣦᶆにおけるศᯒは，཰⦰ᮇ⾑ᅽ6%3，ᣑ
張ᮇ⾑ᅽ'%3，心ᢿ数+5のデ࣮タをศᯒ対
㇟とした。また，GRJ 群  ྡ，DORQH 群  ྡ
をศᯒ対㇟とした。心⌮ᣦᶆにおけるศᯒは，
3206「ᛣり㸫ᩛ意」などのྛ因Ꮚࡈとにຍ⟬し
たものである。ศᯒ対㇟者は，生⌮ᣦᶆのศᯒ
で用いた実験ཧຍ者と同様である。 
 
 
 
 
)LJ  実験のὶれ 
早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第14巻　第１号
―22―
⤖ᯝ 
 
㸦㸯㸧生⌮ᣦᶆ 
6%3 の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ‽೫差は7DEOH ，
)LJ  の㏻りである。6%3 に㛵し㸰㸦群㸸GRJ
群DORQH 群３㸦時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇㄢ題ᮇᅇ復
ᮇ㸧の㸰要因のศᩓศᯒを行った。その結果
時ᮇと群の主ຠ果が᭷意であった時ᮇ㸸
) S 群 㸸
) S。また᭷意な஺஫作用も
認められた) S。そこで多重
ẚ㍑を行ったとこࢁㄢ題ᮇにおいて GRJ 群が
DORQH 群にẚべて᭷意にపい್を示した
S。 
'%3 の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ‽೫差は7DEOH 
の㏻りである。'%3 に㛵し㸰㸦群㸸GRJ 群DORQH
群３㸦時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇㄢ題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰要
因のศᩓศᯒを行った。その結果，時ᮇの主ຠ
果のࡳが᭷意であった) S。
ま た  ᭷ 意 な ஺ ஫ 作 用 も 認 め ら れ た
) S。そこで多重ẚ㍑を行
ったとこࢁㄢ題ᮇにおいて，GRJ 群が DORQH 群
にẚべて᭷意にపい್を示したS。 
+5 の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ‽೫差は7DEOH 
の㏻りである。+5 に㛵し㸰㸦群㸸GRJ 群DORQH
群３㸦時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇㄢ題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰
要因のศᩓศᯒを行った。その結果時ᮇの主
ຠ 果 の ࡳ が ᭷ 意 で あ っ た
) S。そこで，多重ẚ㍑を
行ったとこࢁ，ㄢ題ᮇの +5 は，Ᏻ㟼ᮇよりも
᭷意に上᪼していた。 
 
㸦㸰㸧心⌮ᣦᶆ 
 「⥭張不Ᏻ」の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ‽೫差
は7DEOH ，)LJ  の㏻りである。「⥭張㸫不
Ᏻ」に㛵し㸰㸦群㸸GRJ 群DORQH 群３㸦時
ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇㄢ題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰要因のศᩓศ
ᯒを行った。その結果時ᮇと群の主ຠ果が᭷
意であった時ᮇ㸸) S群㸸
) S。また᭷意な஺஫作用
も認められた) S。そこで
多重ẚ㍑を行ったとこࢁㄢ題ᮇにおいて 
GRJ群が DORQH群にẚべて᭷意にపい್を示し
たS。 
「抑うつ㸫ⴠち㎸ࡳ」の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ
‽೫差は7DEOH  の㏻りである。「抑うつ㸫ⴠ
ち㎸ࡳ」に㛵し㸰㸦群㸸GRJ 群DORQH 群３
㸦時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇㄢ題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰要因のศ
ᩓศᯒを行った。その結果時ᮇの主ຠ果のࡳ
᭷意であった) S。そこで，
多重ẚ㍑を行ったとこࢁ，ᅇ復ᮇの「抑うつ㸫
ⴠち㎸ࡳ」は，Ᏻ㟼ᮇよりも᭷意にῶᑡしてい
たS。 
「ᛣり㸫ᩛ意」の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ‽೫差
は7DEOH  の㏻りである。「ᛣり㸫ᩛ意」に㛵
し㸰㸦群㸸GRJ 群DORQH 群３㸦時ᮇ㸸Ᏻ㟼
ᮇㄢ題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰要因のศᩓศᯒを行っ
た。その結果，時ᮇの主ຠ果のࡳ᭷意であった
) S。そこで，多重ẚ㍑を行
ったとこࢁ，ᅇ復ᮇの「ᛣり㸫ᩛ意」は，Ᏻ㟼
ᮇよりも᭷意にῶᑡしていたS。 
「活気」の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ‽೫差
は7DEOH  の㏻りである。「活気」に㛵し㸰
㸦群㸸GRJ 群DORQH 群３㸦時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇㄢ
題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰要因のศᩓศᯒを行った。
その結果，時ᮇの主ຠ果のࡳ᭷意であった
) S。そこで，多重ẚ㍑を
行ったとこࢁ，ᅇ復ᮇの「活気」は，Ᏻ㟼ᮇ，
ㄢ題ᮇよりも᭷意にῶᑡしていたS。 
「⑂労」の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ‽೫差
は7DEOH  の㏻りである。「⑂労」に㛵し㸰
㸦群㸸GRJ 群DORQH 群３㸦ᮇ間㸸Ᏻ㟼ᮇㄢ
題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰要因のศᩓศᯒを行った。そ
の結果 時ᮇと群の主ຠ果が᭷意であった時
ᮇ 㸸 ) S 群 㸸
) S。そこで多重ẚ㍑を行っ
たとこࢁㄢ題ᮇにおいて GRJ 群が DORQH 群に
ẚべて᭷意にపい್を示したS。 
はあるㄢ題を一人で行う時と␲ఝペࢵト動物
がそばにいて行う時とでฟ᮶ばえやゎき᪉の
ࣉࣟࢭスがどう㐪うかまたその時の⾑ᅽがど
う変໬するかをศᯒすることを目的としている。
そのためにㄢ題を行っている状ἣをࣅデ࢜に
㘓⏬し⾑ᅽもその間 定する」という᪨のᩍ示
を୚えた。さらにタ置されたࣅデ࢜࢝メラを実
験ཧຍ者に確認さࡏることによって心⌮的スト
レス㈇Ⲵがかかるような状ἣをタ定した。 
 ศのᏳ㟼状態 定ᚋ␲ఝペࢵト動物が介
在する GRJ 群では␲ఝペࢵト動物が入ᐊし実
験ཧຍ者が␲ఝペࢵトに័れるため㸳ศ間␲
ఝペࢵトにヰかけなどを行うようᩍ示した。ま
た，␲ఝペࢵト動物は，実験ཧຍ者のᕥᩳめ๓
᪉に置かれた。そのᚋ，ヰしかけたゝⴥと␲ఝ
ペࢵト動物の反応の㛵ಀについても説᫂した。
そのᚋ実験ཧຍ者にストレスㄢ題のෆᐜがఏ
えられた。ストレスㄢ題はスࣆ࣮ࢳෆᐜをはじ
めの㸳ศで考え，そのᚋの㸳ศでスࣆ࣮ࢳを行
うというものであった。また，GRJ 群の実験ཧ
ຍ者に対しては，スࣆ࣮ࢳㄢ題を行っている間，
␲ఝペࢵトになるべくゐっているようにᩍ示し
た。スࣆ࣮ࢳㄢ題⤊஢ᚋ᭱ᚋに  ศ間のᏳ㟼
状態の 定を行った。実験⤊஢ᚋ実験ཧຍ者に
デ࢕ࣈ࣮ࣜࣇ࢕ࣥࢢを行った。実験のὶれを)LJ 
 に示した。 
 
ศᯒ᪉ἲ 
 ᨃఝペࢵト動物がストレスሙ㠃に介在する
ことによる心⌮・生⌮的反応に୚えるຠ果につ
いて検討するため 群・時ᮇを⊂立変数，生⌮
ᣦᶆを従ᒓ変数とした 群㸸GRJ 群，DORQH 群
時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇ，ㄢ題ᮇ，ᅇ復ᮇ㸰要因の
ศᩓศᯒを行った。なお，⤫ィゎᯒࢯࣇト࢙࢘
࢔として 3$6: 6WDWLVWLFV  を౑用した。生
⌮ᣦᶆにおけるศᯒは，཰⦰ᮇ⾑ᅽ6%3，ᣑ
張ᮇ⾑ᅽ'%3，心ᢿ数+5のデ࣮タをศᯒ対
㇟とした。また，GRJ 群  ྡ，DORQH 群  ྡ
をศᯒ対㇟とした。心⌮ᣦᶆにおけるศᯒは，
3206「ᛣり㸫ᩛ意」などのྛ因Ꮚࡈとにຍ⟬し
たものである。ศᯒ対㇟者は，生⌮ᣦᶆのศᯒ
で用いた実験ཧຍ者と同様である。 
 
 
 
 
)LJ  実験のὶれ 
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「ΰ஘」の時ᮇࡈとのᖹᆒとᶆ‽೫差
は7DEOH  の㏻りである。「ΰ஘」に㛵し㸰
㸦群㸸GRJ 群DORQH 群㸧３㸦時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇ
ㄢ題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰要因のศᩓศᯒを行った。
その結果，時ᮇと群の主ຠ果が᭷意であった時
ᮇ 㸸 ) S 群 㸸
) S。そこで多重ẚ㍑を行っ
たとこࢁㄢ題ᮇにおいて GRJ 群が DORQH 群に
ẚべて᭷意にపい್を示したS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   )LJ  群ูにࡳた 6%3 の時ᮇ変໬            )LJ  群ูにࡳた⥭張不Ᏻの時ᮇ変໬ 
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本研究の目的は，ペࢵト動物のストレスおよ
ࡧ感ᰁ症の心配がないという฼Ⅼからᨃఝペ
ࢵト動物㸦࢖ࢾ㸧を౑用し，ᨃఝペࢵト動物が
ストレスሙ㠃に介在することによる心⌮・生⌮
的反応に୚える影響について実験的ᡭἲを用
いて検討することであった。そこで 群・ᮇ間
を⊂立変数，生⌮ᣦᶆを従ᒓ変数とした 群㸸
GRJ 群，DORQH 群ᮇ間㸸Ᏻ㟼ᮇ，ㄢ題ᮇ，
ᅇ復ᮇ㸰要因のศᩓศᯒを行った。 その結果，
ㄢ題ᮇの⾑ᅽ，心ᢿは，Ᏻ㟼ᮇよりも᭷意に上
᪼していた。これは，ストレス㈇Ⲵがなされて
いたことを示している。 
生⌮的反応において，6%3，'%3 に㛵し，ㄢ題
ᮇにおいて群間に᭷意な差が認められた。こ
れは，཭ዲ的な動物の存在とそれへの᥋ゐが，
Ᏻ心感とᏳሚ感をもたらし，஺感神経⣔の⯆ዧ
をపୗさࡏたものと考えられる。また，本研究
の 結 果 は ， %DXQ%HUJVWURP/DQJVWRQ 	 
7KRPDの一過性のストレスㄢ題をおこな
っている間に࢖ࢾにゐれることで⾑ᅽや心ᢿ
などの㌟体反応をపୗさࡏるというඛ行研究
と一⮴した結果となった。 
心⌮的反応において，「⥭張㸫不Ᏻ」に㛵し，
ㄢ題ᮇにおいて群間に᭷意な差が認められた。
%ULFNHOは⥭張のࢥࣥト࣮ࣟルに㛵する
考え᪉に⏤᮶する仮説として注意ࢥࣥト࣮ࣟル
説をၐえている。これは，心⌮療ἲで動物を持
ち㎸ࡴとそれが患者の注意をᘬきつけそれま
で注意さࡏていた自ศの症状や問題から気をそ
らすことになり結果的に⥭張や不Ᏻを࿴らࡆ
ることになるものである。よって，本研究の結
果は，%ULFNH の仮説に一⮴したといえる。こ
のことから，人は動物に注意を向け，見て，ゐ
れ，ヰしかける過程の中から，注意の㌿᥮や感
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㸦群㸸GRJ 群DORQH 群㸧３㸦時ᮇ㸸Ᏻ㟼ᮇ
ㄢ題ᮇᅇ復ᮇ㸧の㸰要因のศᩓศᯒを行った。
その結果，時ᮇと群の主ຠ果が᭷意であった時
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)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 S。そこで多重ẚ㍑を行っ
たとこࢁㄢ題ᮇにおいて GRJ 群が DORQH 群に
ẚべて᭷意にపい್を示したS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᝟のႏ㉳，⥭張のపୗといった心㌟へのຠ果が
生じるྍ能性があると考えられる。また，ペࢵ
ト動物の存在が࢜ࣇ࢕スの心ᆅよさを増すാき
をする:HOOV 	 3HUULQH というሗ࿌があ
るように，௒ᅇも，ペࢵト動物の存在がスࣆ࣮
ࢳㄢ題というストレスሙ㠃に対する実験ཧຍ者
の感じる⥭張や不Ᏻを⦆࿴したと考えられる。 
さらに，「⑂労」，「ΰ஘」に㛵し，ㄢ題ᮇにお
いて群間に᭷意な差が認められた。%ODVFRYLFK 
	 0HQGHVは，ペࢵトの存在が状ἣのホ౯
を抑制し，%RZOE\の࢔タࢵࢳメࣥト⌮ㄽ
で述べられるᏳ඲㑊難ᡤのような⎔ቃの作成に
一ᙺ㈙っていると述べている。ホ౯の抑制は⎔
ቃ要ồをῶᑡさࡏ，対処㈨※の᭷ຠ性を増し，
結果として⑂労やΰ஘がῶᑡしたと考えられる。 
本研究の結果では，「ᛣり㸫ᩛ意」，「活気」
に群間における᭷意な差は認められなかった。
しかしながら，ᛣり㸫ᩛ意では，ㄢ題ᮇにおい
て GRJ 群の᪉が，DORQH 群よりもపい್を示し
ていた。また，活気においては，ㄢ題ᮇにおい
て GRJ 群の᪉が，DORQH 群より㧗い್を示して
いた。/HSRUHは，支᥼的௚者の存在によ
り生じる⫯定的感᝟の増大がストレス㈇Ⲵ時
の心⮚⾑⟶反応を軽ῶするྍ能性を示唆した。
このことより，཭ዲ的なペࢵト動物の存在によ
り，⫯定的感᝟が増大し，結果として，ストレ
ス㈇Ⲵ時の⾑ᅽがపୗしたと考えられる。 
動物介在療ἲ㸦DQLPDO DVVLVWHG WKHUDS\௨
ୗ $$7㸧は⑓院，⪁人࣮࣍ム，ᩍ⫱機㛵などで
ྲྀり入れられているが，ある⪁人࣮࣍ムにおい
て $$7 を行ったことにより，それまで不Ᏻ定だ
った入ᡤ者が，動物とゐれྜうことにより気ศ
が㧗ᥭし，その状態が⥔持され⑵࿈の⦆࿴にᙺ
立つというሗ࿌もある。また，⫯定的な感᝟は，
我々が問題に┦対した時，その問題をࢥࣥトࣟ
࣮ルする能力を㧗める㸦&RKHQ㸧。このこ
とからも⫯定的感᝟をもつことは重要であり，
ペࢵト動物の⫯定的感᝟をᑟきฟすຠ果は非
常に᭷用であると考えられる。また，
$OOHQ%ODVFRYLFK7RPDND 	 .HOVH\は，
ペࢵト動物がストレス反応を⦆࿴さࡏるࢯ࣮
ࢩࣕルࢧ࣏࣮ト反応仮説とྜ⮴するとሗ࿌し
ている。本研究の結果も，ඛ行研究を支持する
ものとなった。すなわち，研究ϩの結果は，ペ
ࢵト動物がࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トの一つとして
機能するྍ能性を示唆するものとなった。 
 
௒ᚋࡢᒎᮃ 
 
さまࡊまな⮫ᗋሙ㠃に $$7 を適用しようとい
うヨࡳは௒ᚋも続いていくであࢁう。現在は，
厳密で科学的なホ౯をともなう研究がᑡないが，
௒ᚋはຠ果をホ౯し，ຠ果をもたらすメ࢝ࢽࢬ
ムをゎ᫂していく研究がますますᚲ要とされて
いくと考えられる。ᾏእでは， $$7 が᝟⥴障ᐖ・
知的障ᐖ者に対し᝟⥴のᏳ定が示唆されており，
஌㤿や࢖ル࢝を介在さࡏたࣉࣟࢢラムも㛤発さ
れている。ࣉࣟࢢラム作成の研究が進ࢇでいく
なかで，どのような症状やどのような人に対し
てຠ果的なのかを考៖していくᚲ要があり，௒
ᚋ，ࣉࣟࢢラムのᡭ㡰が࣐ࢽࣗ࢔ル໬されれば，
♫఍的㈉⊩につながっていくと考えられる。 
 
ᘬ⏝ᩥ⊩ 
 
$OOHQ.0 %ODVFRYLFK- 7RPDND- 	 
.HOVH\ 50  3UHVHQFH RI KXPDQ 
IULHQGV DQG SHW GRJV DV PRGHUDWRUV RI 
DXWRQRPLF UHVSRQVHV WR VWUHVV LQ ZRPHQ 
-RXUQDO RI 3HUVRQDOLW\ DQG 6RFLDO 
3V\FKRORJ\   
  %DXQ00 %HUJVWURP1/DQJVWRQ1) 	 
7KRPD/  3K\VLRORJLFDO HIIHFWV RI 
KXPDQFRPSDQLRQ DQLPDO ERQGLQJ 1XUVLQJ 
5HVHDUFK   
  %ODVFRYLFK- 	 0HQGHV:  &KDOOHQJH 
DQG WKUHDW DSSUDLVDOV7KH UROH RI 
DIIHFWLYH FXHV ,Q -3 )RUJDV(G 
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)HHOLQJ DQG WKLQNLQJ7KH UROH RI DIIHFW 
LQ VRFLDO FRJQLWLRQ /RQGRQ&DPEULGJH 
8QLYHUVLWLW\ 3UHVV 
%RZOE\-  $ VHFXUH EDVH3DUHQWFKLOG 
DWWDFKPHQW DQG KHDOWK\ KXPDQ 
GHYHORSPHQW 1HZ <RUN%DVLF ERRNV 
%ULNHO&0  3HWIDFLOLWDWHG 
SV\FKRWKHUDS\$ WKHRUHWLFDO 
H[SODQDWLRQ YLD DWWHQWLRQ VKLIWV 
3V\FKRORJLFDO 5HSRUWV   
&KRHQV  &RJQLWLYH SURFHVVHV DV 
GHWHUPLQDQWV RI HQYLURQPHQWDO VWUHVV 
0HQW +HDOWK 1XUV   
  *DUULW\7) 6WDOORQHV/ 0DU[0% 	 
-RKQVRQ73  3HW RZQHUVKLS DQG 
DWWDFKPHQW DV VXSSRUWLYH IDFWRUV LQ WKH 
KHDOWK RI WKH HOGHUO\ $QWKUR]RRV  
 
⫧田野┤・⚟原┾知Ꮚ・ᒾ⬥୕Ⰻ・᭮我⚈Ꮚ・
& ' 6SLHOEHUJHU  ᪂∧ 67$, 実
ົᩍ⫱ฟ∧㸬 
+RIIPDQ5*  &RPSDQLRQ DQLPDOV $ 
WKHUDSHXWLF PHDVXUH IRU HOGHUO\ 
SDWLHQWV -RXUQD RI *HURQWRRJWFDO 
6RFLD :RUN   
  /HSRUH6-  3UREOHPV DQG SUREOHPV DQG 
SURVSHFWV IRU WKH VRFLDO VXSSRUW 
UHDFWLYLWX K\SRWKHVLV $QQDOV RI 
%HKDYLRUDO 0HGLFLQH   
/RJR''HODQ\0 	 0LOOHU0  
&RPSDQLRQ $QLPDOV $QWKUR]RRV  
 
0LOOHU0 	 /DJR'  7KH ZHOOEHLQJ RI 
ROGHU ZRPHQWKH LPSRUWDQFH RI SHW DQG 
DQG KXPDQ UHODWLRQV $QWKUR]RRV  
 
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᝟のႏ㉳，⥭張のపୗといった心㌟へのຠ果が
生じるྍ能性があると考えられる。また，ペࢵ
ト動物の存在が࢜ࣇ࢕スの心ᆅよさを増すാき
をする:HOOV 	 3HUULQH というሗ࿌があ
るように，௒ᅇも，ペࢵト動物の存在がスࣆ࣮
ࢳㄢ題というストレスሙ㠃に対する実験ཧຍ者
の感じる⥭張や不Ᏻを⦆࿴したと考えられる。 
さらに，「⑂労」，「ΰ஘」に㛵し，ㄢ題ᮇにお
いて群間に᭷意な差が認められた。%ODVFRYLFK 
	 0HQGHVは，ペࢵトの存在が状ἣのホ౯
を抑制し，%RZOE\の࢔タࢵࢳメࣥト⌮ㄽ
で述べられるᏳ඲㑊難ᡤのような⎔ቃの作成に
一ᙺ㈙っていると述べている。ホ౯の抑制は⎔
ቃ要ồをῶᑡさࡏ，対処㈨※の᭷ຠ性を増し，
結果として⑂労やΰ஘がῶᑡしたと考えられる。 
本研究の結果では，「ᛣり㸫ᩛ意」，「活気」
に群間における᭷意な差は認められなかった。
しかしながら，ᛣり㸫ᩛ意では，ㄢ題ᮇにおい
て GRJ 群の᪉が，DORQH 群よりもపい್を示し
ていた。また，活気においては，ㄢ題ᮇにおい
て GRJ 群の᪉が，DORQH 群より㧗い್を示して
いた。/HSRUHは，支᥼的௚者の存在によ
り生じる⫯定的感᝟の増大がストレス㈇Ⲵ時
の心⮚⾑⟶反応を軽ῶするྍ能性を示唆した。
このことより，཭ዲ的なペࢵト動物の存在によ
り，⫯定的感᝟が増大し，結果として，ストレ
ス㈇Ⲵ時の⾑ᅽがపୗしたと考えられる。 
動物介在療ἲ㸦DQLPDO DVVLVWHG WKHUDS\௨
ୗ $$7㸧は⑓院，⪁人࣮࣍ム，ᩍ⫱機㛵などで
ྲྀり入れられているが，ある⪁人࣮࣍ムにおい
て $$7 を行ったことにより，それまで不Ᏻ定だ
った入ᡤ者が，動物とゐれྜうことにより気ศ
が㧗ᥭし，その状態が⥔持され⑵࿈の⦆࿴にᙺ
立つというሗ࿌もある。また，⫯定的な感᝟は，
我々が問題に┦対した時，その問題をࢥࣥトࣟ
࣮ルする能力を㧗める㸦&RKHQ㸧。このこ
とからも⫯定的感᝟をもつことは重要であり，
ペࢵト動物の⫯定的感᝟をᑟきฟすຠ果は非
常に᭷用であると考えられる。また，
$OOHQ%ODVFRYLFK7RPDND 	 .HOVH\は，
ペࢵト動物がストレス反応を⦆࿴さࡏるࢯ࣮
ࢩࣕルࢧ࣏࣮ト反応仮説とྜ⮴するとሗ࿌し
ている。本研究の結果も，ඛ行研究を支持する
ものとなった。すなわち，研究ϩの結果は，ペ
ࢵト動物がࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トの一つとして
機能するྍ能性を示唆するものとなった。 
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さまࡊまな⮫ᗋሙ㠃に $$7 を適用しようとい
うヨࡳは௒ᚋも続いていくであࢁう。現在は，
厳密で科学的なホ౯をともなう研究がᑡないが，
௒ᚋはຠ果をホ౯し，ຠ果をもたらすメ࢝ࢽࢬ
ムをゎ᫂していく研究がますますᚲ要とされて
いくと考えられる。ᾏእでは， $$7 が᝟⥴障ᐖ・
知的障ᐖ者に対し᝟⥴のᏳ定が示唆されており，
஌㤿や࢖ル࢝を介在さࡏたࣉࣟࢢラムも㛤発さ
れている。ࣉࣟࢢラム作成の研究が進ࢇでいく
なかで，どのような症状やどのような人に対し
てຠ果的なのかを考៖していくᚲ要があり，௒
ᚋ，ࣉࣟࢢラムのᡭ㡰が࣐ࢽࣗ࢔ル໬されれば，
♫఍的㈉⊩につながっていくと考えられる。 
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$OOHQ.0 %ODVFRYLFK- 7RPDND- 	 
.HOVH\ 50  3UHVHQFH RI KXPDQ 
IULHQGV DQG SHW GRJV DV PRGHUDWRUV RI 
DXWRQRPLF UHVSRQVHV WR VWUHVV LQ ZRPHQ 
-RXUQDO RI 3HUVRQDOLW\ DQG 6RFLDO 
3V\FKRORJ\   
  %DXQ00 %HUJVWURP1/DQJVWRQ1) 	 
7KRPD/  3K\VLRORJLFDO HIIHFWV RI 
KXPDQFRPSDQLRQ DQLPDO ERQGLQJ 1XUVLQJ 
5HVHDUFK   
  %ODVFRYLFK- 	 0HQGHV:  &KDOOHQJH 
DQG WKUHDW DSSUDLVDOV7KH UROH RI 
DIIHFWLYH FXHV ,Q -3 )RUJDV(G 
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 Effects of a pet animal on psychological and physiological 
reactions 
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Abstract 
 
This study examined the effects which a pet animal gives to psychology and a 
physiological reaction through two studies.  
In the study 1, in order that the attachment to a pet animal might examine 
how it is acting mentally healthily, examination by structural equation modeling 
(SEM) was performed. As a result, the tendency which self-efficacy increases was 
shown as the love factor and the breeding factor became high. It becomes 
conversion of cautions that it is together with an animal while a relation with a 
pet animal is continued, uneasiness is canceled, confidence and self-efficacy arise 
in taking care of, and this can lead a regular life, and is considered by extension 
to be effective in the quality of life improving. 
In the study 2, it aimed at considering the influences which it has on the 
psychology and the physiological reaction by being placed between stress scenes 
by the artificial pet animal using the experimental method. Analysis of variance 
of two factors was conducted about the physiology index and the mental index. As 
a result, SBP of the task term was significantly lower than the alone group. 
Existence of a friendly animal and the contact to it bring about sense of security 
and a sense of relief, and this is considered to have reduced excitement of the 
sympathetic nervous system. Moreover, "Tension-Anxiety" of the task term was 
significantly lower than the alone group. This is considered that people turn 
cautions to an animal, see, touch, and the effect to mind and body out of the 
process in which it addresses, such as conversion of cautions, evocation of feeling, 
and a fall of strain, arises. 
 
Key Words: social support, animal assisted therapy (AAT), stress buffering effect 
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